北海道民間説話の研究 (その六) : キリスト教伝道者・小谷部全一郎とその評価 -『成吉思汗ハ源義経也』の背景考察 by 阿部 敏夫
北
海
道
民
間
説
話
の
研
究
（
そ
の
六
）
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
・
小
谷
部
全
一
郎
と
そ
の
評
価
｜
｜
『
成
吉
思
汗
ハ
源
義
経
也
』
の
背
景
考
察
｜
｜
阿
部
敏
夫
目
次
は
じ
め
に
第
一
章
小
谷
部
全
一
郎
の
生
涯
と
業
績
第
二
章
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
第
一
節
日
本
基
督
教
団
横
浜
紅
葉
坂
教
会
牧
師
時
代
第
二
節
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
訳
者
・
生
田
俊
彦
の
見
解
第
三
節
福
島
恒
雄
の
考
察
第
三
章
小
谷
部
全
一
郎
『
純
日
本
婦
人
の
俤
』
に
み
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
お
わ
り
に
は
じ
め
に
『
成
吉
思
汗
ハ
源
義
経
也
』の
著
者
小
谷
部
全
一
郎
は
自
ら
吐
露
し
て
い
る
よ
う
に
「
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
」
の
よ
う
な
数
奇
な
生
涯
を
過
ご
し
た
人
物
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
そ
の
数
奇
な
生
涯
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
「
義
経＝
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
説
」
が
誕
生
し
た
か
の
背
景
を
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
の
側
面
か
ら
追
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
デ
イ
ビ
ィ
ッ
ド
・
グ
ッ
ド
マ
ン
が
そ
の
著
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
本
論
文
は
課
題
意
識
と
し
て
い
る
。
「
…
…
日
本
民
族
は
キ
リ
ス
ト
教
を
神
道
と
し
て
表
現
し
て
き
た
、と
考
え
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
習
合
的
な
神
学
の
立
場
で
あ
る
。
か
れ
は
い
っ
て
い
た
。
わ
た
し
が
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
だ
の
は
、
神
道
を
高
揚
し
て
、
日
本
民
族
に
?
）
一
五
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
小
谷
部
全
一
郎
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
源
義
経
成
吉
思
汗
★注の形➡基本と違う★(例外パターン)
よ
り
役
立
つ
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
、
と
。
…
…
」（
注
１
）
第
一
章
小
谷
部
全
一
郎
の
生
涯
と
業
績
『
北
海
道
大
百
科
事
典
』
北
海
道
新
聞
社
一
九
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
説
（
岡
村
正
吉
執
筆
）
さ
れ
て
い
る
。
｜
?
一
八
六
八
（
明
治
元
）｜
一
九
四
一
?昭
和
十
六
）
教
育
家
、
著
述
家
。
秋
田
県
生
ま
れ
。
十
四
歳
の
時
上
京
。
一
八
八
八
年（
明
治
二
十
一
）
米
国
へ
渡
航
、
エ
ー
ル
大
学
な
ど
で
神
学
を
学
ぶ
。
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
ア
イ
ヌ
と
の
境
遇
の
類
似
に
心
を
動
か
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
教
育
を
天
与
の
使
命
と
自
覚
す
る
。
一
八
九
八
年
帰
国
後
直
ち
に
北
海
道
旧
土
人
救
育
会
を
創
設
す
る
。（
会
長
二
条
基
弘
公
爵
）。
東
京
神
田
美
土
代
町
の
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
館
で
の
大
演
説
会
で
小
谷
部
の
話
を
聞
き
生
涯
の
方
針
を
決
め
た
学
生
が
い
た
。
こ
れ
が
白
井
柳
治
郎
（
ア
イ
ヌ
教
育
家
）
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）
白
井
を
伴
い
北
海
道
に
渡
り
、
胆
振
の
虻
田
（
現
洞
爺
湖
町
）
の
地
を
卜
し
て
ア
イ
ヌ
子
弟
の
た
め
の
第
二
小
学
校
の
設
立
に
奔
走
し
、
白
井
を
専
任
教
員
に
推
薦
す
る
と
と
も
に
夫
人
及
び
幼
い
長
男
を
も
呼
び
寄
せ
虻
田
に
定
住
。
北
海
道
全
域
か
ら
選
抜
さ
れ
た
義
務
教
育
終
了
後
の
ア
イ
ヌ
の
青
年
た
ち
に
職
業
教
育
を
施
す
理
想
に
燃
え
、
虻
田
実
業
補
習
学
校
を
建
て
吉
田
巌
を
そ
の
教
師
に
採
用
し
た
。
だ
が
そ
の
心
魂
を
傾
け
た
努
力
も
実
ら
ず
在
住
八
年
で
失
意
の
う
ち
に
退
道
、
後
事
を
吉
田
と
白
井
に
託
し
た
。
そ
の
後
は
東
京
府
荏
原
郡
大
井
町
で
著
述
業
に
入
り
、『
成
吉
思
汗
は
義
経
也
』な
ど
の
奇
説
で
名
を
残
し
て
い
る
。（
｜
線
は
阿
部
）（
注
２
）
第
二
章
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
小
谷
部
全
一
郎
は
、
前
半
生
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
活
動
し
た
。
そ
の
活
動
内
容
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
を
紹
介
す
る
。
第
一
節
日
本
基
督
教
団
横
浜
紅
葉
坂
教
会
牧
師
時
代
日
本
組
合
基
督
教
会
系
で
あ
る
横
浜
紅
葉
坂
教
会
の
二
代
目
牧
師
が
、『
源
義
経
ハ
成
吉
思
汗
也
』
の
著
者
小
谷
部
全
一
郎
で
あ
る
。
紅
葉
坂
教
会
時
代
の
小
谷
部
に
つ
い
て
は
同
教
会『
百
年
史
』に
は
、
巻
末
の
年
表
記
述
を
除
く
と
下
記
の
二
ヶ
所
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
記
述
（
一
）
講
義
所
か
ら
日
本
組
合
横
浜
基
督
教
会
へ
一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
年
）
五
月
二
十
日
講
義
所
所
属
の
信
徒
及
び
横
浜
在
住
の
地
方
組
合
教
会
会
員
が
相
談
し
て
規
約
を
定
め
、
教
会
を
組
織
し
、
日
本
組
合
教
会
関
東
部
会
の
協
賛
を
得
て
、
伝
道
教
会
を
設
立
、
日
本
組
合
横
浜
基
督
教
会
（
以
後
、
横
浜
組
合
教
会
）
と
称
し
た
。（
中
略
）
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
年
）
五
月
十
五
日
、
伝
道
開
始
五
周
年
の
記
念
会
を
開
催
し
た
。（
中
略
）初
代
牧
師
堀
貞
一
は
、
一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
年
）
二
月
、
前
橋
教
会
に
招
聘
さ
れ
横
浜
の
地
を
去
っ
た
。
し
か
し
、
三
月
に
は
、
イ
エ
ー
ル
大
学
で
哲
学
博
士
号
を
取
得
し
た
小
谷
部
全
一
郎
牧
師
を
迎
え
た
。
小
谷
部
牧
師
は
、
着
任
早
々
会
堂
焼
失
と
い
う
不
幸
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
同
年
八
月
、
雲
井
町
で
発
生
し
た
火
事
は
強
風
に
煽
ら
れ
て
市
の
中
心
部
の
三
、
二
〇
〇
戸
を
焼
き
尽
く
し
、
教
会
も
灰
燼
に
帰
し
た
。
後
に
伊
勢
佐
木
町
大
火
と
記
録
さ
れ
た
。
半
鐘
の
音
に
気
付
い
た
昌
少
年
は
、
父
と
共
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一
六
に
教
会
に
駆
け
つ
け
、
ベ
ビ
ー
オ
ル
ガ
ン
を
持
ち
出
し
た
。
…
…
小
谷
部
さ
ん
が
大
き
な
布
切
れ
包
み
を
（
後
で
判
っ
た
が
讃
美
歌
や
聖
書
が
入
っ
て
い
た
の
だ
。）
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
も
ど
き
に
肩
に
か
つ
い
で
、
私
の
前
を
野
毛
坂
の
方
へ
急
い
で
通
ら
れ
た
。
…
…
?『
六
十
年
の
思
い
出
』）
教
会
は
、
宮
崎
町
九
番
地
を
牧
師
宅
と
し
、
牧
師
宅
と
、
戸
部
教
会
（
メ
ソ
ジ
ス
ト
）
を
借
り
て
集
会
を
開
い
た
。
同
年
十
月
小
谷
部
牧
師
は
辞
任
し
、
北
海
道
に
渡
り
ア
イ
ヌ
子
弟
教
育
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
を
は
じ
め
、
東
京
組
合
諸
教
会
の
牧
師
の
支
援
を
受
け
て
集
会
は
維
持
さ
れ
た
が
、
相
次
ぐ
困
難
の
中
、
他
教
会
と
の
合
併
の
話
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
教
会
存
亡
の
危
機
の
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
神
は
教
会
員
の
熱
い
祈
り
に
応
え
ら
れ
た
。
同
年
十
二
月
十
五
日
、
戸
部
一
丁
目
六
番
地
に
一
戸
を
借
り
、
仮
会
堂
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
〇
〇
年（
明
治
三
十
三
年
）、
無
牧
の
教
会
に
新
し
い
牧
師
が
与
え
ら
れ
た
。
七
月
、
平
田
義
道
牧
師
が
大
阪
教
会
か
ら
着
任
し
た
。（
十
二
｜
十
五
ｐ
）
注：
｜
線
は
阿
部
、
以
下
同
じ
、
年
月
日
・
戸
数
表
記
は
算
用
数
字
に
変
更
。
記
述
（
二
）
二
代
小
谷
部
全
一
郎
任
期
一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
年
）
三
月
｜
十
月
略
歴
一
八
六
八
年
一
月
十
七
日
（
慶
応
三
年
十
二
月
二
十
三
日
）
に
出
羽
の
秋
田
で
誕
生
。
東
京
本
郷
原
町
要
義
塾
を
経
て
、
一
八
八
八
（
明
治
二
十
一
）
年
六
月
十
五
日
、
神
戸
よ
り
帆
船
「
ト
ー
マ
ス
・
ペ
リ
ー
」
号
で
渡
米
す
る
。
ヴ
ア
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ハ
ン
プ
ト
ン
師
範
学
校
を
経
て
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
ハ
ワ
ー
ド
大
学
で
学
び
、
さ
ら
に
一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
年
エ
ー
ル
大
学
大
学
院
で
神
学
を
専
攻
し
、
翌
年
ワ
シ
ン
ト
ン
市
第
一
会
衆
教
会
で
按
手
礼
を
受
け
る
。
三
年
間
、
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
の
も
と
で
先
住
民
族
の
伝
道
牧
会
に
当
り
、
再
び
エ
ー
ル
大
学
で
の
研
究
生
活
に
入
り
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
哲
学
博
士
号
を
受
け
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日
帰
国
す
る
。
翌
年
三
月
在
京
宣
教
師
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
横
浜
組
合
基
督
教
会
の
牧
師
に
就
任
し
た
が
、
病
気
の
た
め
在
任
八
ヵ
月
で
辞
任
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
に
渡
り
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
北
海
道
土
人
救
護
会
を
創
立
し
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
ア
イ
ヌ
人
の
た
め
の
実
業
学
校
を
設
立
し
た
。
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
年
「
北
海
道
旧
土
人
保
護
ニ
関
ス
ル
建
議
」
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
、
以
後
東
京
に
と
ど
ま
っ
て
ア
イ
ヌ
人
教
育
振
興
の
運
動
を
続
け
、
そ
の
間
に
国
学
院
大
学
講
師
を
務
め
、
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
は
奇
書
と
い
わ
れ
る
『
成
吉
思
汗
ハ
源
義
経
也
』
を
出
版
し
て
い
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
三
月
十
二
日
に
召
さ
れ
た
。
七
十
四
歳
。（
一
二
四
ｐ
）
注：
上
記
記
述
（
二
）
の
文
章
に
続
い
て
、
猪
俣
昌
『
六
十
年
の
思
い
出
』
の
中
の
小
谷
部
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
部
分
の
転
載
引
用
が
あ
る
。そ
の
引
用
内
容
は
、『
日
本
版
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
』
に
書
か
れ
て
い
る
数
奇
な
前
半
生
、
か
な
り
奇
抜
な
面
、
日
本
語
力
・
日
本
語
教
育
に
関
す
る
逸
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
第
二
節
『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
訳
者
・
生
田
俊
彦
の
見
解
生
田
俊
彦
氏
は
小
谷
部
全
一
郎
（
四
子
）
の
長
女
伊
佐
子
の
娘
（
正
子
）
婿
で
あ
る
。
生
田
氏
は
小
谷
部
の
『A Japanese R
obinson C
rusoe
』（
注
３
）
訳
者
で
も
あ
る
。
氏
は
『
吉
田
巌
資
料
集
｜
１
』（
帯
広
叢
書
第
三
十
五
巻
）（
注
キリスト教伝道者・小谷部全一郎とその評価
― ―100
?
）
一
七
４
）
で
、
横
浜
紅
葉
坂
教
会
時
代
の
小
谷
部
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。全
一
郎
が
十
年
間
の
ア
メ
リ
カ
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
て
帰
国
し
た
の
は
、
明
治
三
十
一
年
、
三
十
二
歳
で
あ
る
。
横
浜
港
に
上
陸
し
た
の
は
、
奇
し
く
も
十
年
前
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
上
陸
し
た
日
と
同
じ
、
十
二
月
二
十
五
日
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
だ
っ
た
。
帰
国
後
、
仙
台
出
身
の
石
川
菊
代
と
結
婚
し
て
、
し
ば
ら
く
横
浜
の
紅
葉
坂
教
会
で
牧
師
を
勤
め
た
あ
と
、
北
海
道
の
洞
爺
湖
に
近
い
虻
田
村（
現
・
虻
田
町
）
に
移
住
し
、
社
団
法
人
北
海
道
土
人
救
護
会
を
創
立
し
、
わ
が
国
で
は
じ
め
て
ア
イ
ヌ
民
族
の
た
め
の
実
業
学
校
を
設
立
し
た
。（
中
略
）全
一
郎
は
、
ハ
ワ
ー
ド
大
学
、
エ
ー
ル
大
学
、
同
大
学
院
に
ま
で
学
ん
で
帰
国
し
た
の
だ
か
ら
、
欧
米
の
学
問
導
入
に
積
極
的
だ
っ
た
当
時
の
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
名
誉
も
地
位
も
富
も
容
易
に
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
陽
当
た
り
の
よ
い
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
い
て
、
十
分
に
人
生
を
謳
歌
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
第
三
節
福
島
恒
雄
の
考
察
福
島
恒
雄
氏
は
『
基
督
教
學
第
20
号
』（
注
５
）
で
次
の
よ
う
に
論
及
し
て
い
る
。（小
谷
部
牧
師
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
）「
他
の
組
合
教
会
史
関
係
資
料
に
も
筆
者
が
見
た
も
の
の
中
に
は
殆
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
道
内
の
教
会
史
資
料
を
み
て
も
不
思
議
と
思
う
ほ
ど
小
谷
部
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
は
な
い
。」
た
だ
、
一
八
九
九
年
十
二
月
に
出
さ
れ
た
『
北
海
道
教
育
雑
誌
八
十
三
号
』」
や
「
一
九
六
三
年
に
出
さ
れ
た
『
北
海
道
教
育
史
全
道
編
（
三
）』」
に
は
ア
イ
ヌ
教
育
者
と
し
て
の
功
績
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
後
者
の
記
述
に
は
「
小
谷
部
が
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
て
、
し
か
も
横
浜
組
合
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。」「
一
九
〇
八
年
明
治
（
四
十
一
）
六
月
に
小
谷
部
自
身
の
書
い
た
履
歴
書
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
も
、
神
学
を
学
ん
だ
こ
と
も
、
按
手
礼
を
受
け
、
牧
師
と
な
っ
た
こ
と
も
書
い
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
関
係
社
団
の
項
に
、
帝
国
教
育
会
会
員
、
東
京
人
類
学
会
員
、
日
本
歴
史
地
理
学
会
員
と
共
に
、
東
京
基
督
教
青
年
会
員
と
あ
る
。
小
谷
部
自
身
が
短
期
間
で
牧
師
を
辞
め
た
こ
と
な
ど
あ
っ
て
、
あ
ま
り
ふ
れ
た
く
な
い
心
境
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
教
育
者
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
或
は
牧
師
と
し
て
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
道
内
の
教
会
と
関
係
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
、
後
に
見
た
虻
田
町
史
の
虻
田
実
業
補
習
学
校
の
項
に
『
社
団
法
人
北
海
道
旧
土
人
教
育
会
私
立
虻
田
実
業
補
習
学
校
の
責
任
者
で
指
導
者
で
あ
る
小
谷
部
全
一
郎
は
生
粋
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
』
と
あ
る
。
そ
う
感
じ
さ
せ
る
生
き
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
北
海
道
と
は
殆
ど
関
係
な
く
、そ
の
所
属
し
て
い
た
教
派
・
組
合
教
会C
ongrega-
tional C
hurch
の
中
に
も
ア
イ
ヌ
民
族
の
伝
道
・
教
育
に
つ
い
て
ふ
れ
た
も
の
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
に
、
何
故
、
小
谷
部
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
教
育
を
そ
の
生
涯
の
事
業
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」
そ
の
理
由
を
福
島
氏
は
ハ
ワ
ー
ド
大
学
（
リ
ン
カ
ー
ン
に
よ
る
奴
隷
解
放
宣
言
後
四
年
目
に
創
立
。
現
在
も
人
種
差
別
撤
廃
を
校
訓
の
一
つ
と
す
る
。）や
エ
ー
ル
大
学
で
学
ん
だ
後
の
ハ
ワ
イ
伝
道
会
社
（
ハ
ワ
イ
の
先
住
民
族
カ
ナ
カ
族
の
教
育
― ―99
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一
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の
経
験
を
挙
げ
て
い
る
。
第
三
章
小
谷
部
全
一
郎『
純
日
本
婦
人
の
俤
』に
み
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
小
谷
部
全
一
郎
自
身
、
後
年
そ
の
著
書
『
純
日
本
婦
人
の
俤
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
新
婚
早
々
の
吾
等
は
、殆
ど
無
一
物
よ
り
新
し
き
小
家
庭
を
作
り
私
は
東
京
に
在
住
の
米
国
宣
教
師
グ
リ
ー
ン
氏
の
下
に
、
横
浜
組
合
基
督
教
会
の
牧
師
と
な
り
て
あ
り
し
が
、
月
給
と
は
名
の
み
に
て
米
代
に
も
足
ら
ず
、
妻
の
菊
代
は
無
報
酬
の
女
伝
道
師
の
如
く
に
教
会
員
の
家
庭
を
訪
問
し
、
髪
な
ど
は
無
雑
作
に
自
分
で
結
び
、
白
粉
な
ど
つ
け
た
る
こ
と
な
く
、
日
常
貧
苦
と
闘
ひ
つ
ヽ
あ
り
し
が
、
私
は
兎
に
角
、
妻
は
若
き
身
そ
ら
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
世
間
普
通
の
女
の
身
だ
し
な
み
も
出
来
ぬ
心
情
を
可
哀
想
に
思
ふ
と
共
に
、
私
も
弱
き
人
間
の
常
と
し
て
、
時
に
は
不
平
も
起
り
し
と
云
ふ
は
、
グ
リ
ー
ン
氏
も
私
も
同
じ
米
国
の
大
学
神
科
を
出
で
按
手
禮
を
受
け
て
牧
師
と
な
り
た
る
身
な
る
に
、
一
方
は
皮
膚
の
色
が
白
し
と
云
ふ
こ
と
よ
り
な
る
か
、
日
本
に
来
り
て
華
族
も
及
ば
ぬ
生
活
を
営
み
、
麻
布
の
高
台
に
堂
々
た
る
洋
館
を
構
え
、
二
人
の
女
中
に
料
理
人
や
車
夫
ま
で
召
使
ひ
、
細
君
は
女
伝
道
師
と
し
て
夫
君
と
同
じ
く
高
給
を
本
国
よ
り
受
け
居
る
に
、
黄
色
の
皮
膚
の
持
主
た
る
私
は
、
陋
屋
住
ひ
に
て
召
使
な
ど
置
く
余
裕
な
く
、
常
に
清
貧
洗
ふ
が
如
し
と
い
ふ
事
に
て
あ
り
し
が
、
之
に
対
し
若
妻
の
菊
代
は
一
言
も
不
平
を
洩
さ
ず
、
私
に
事
へ
た
る
其
の
忍
耐
力
と
心
事
の
高
潔
な
る
に
は
、
私
は
常
に
窃
に
泣
か
さ
れ
て
あ
り
し
な
り
。
斯
く
し
て
居
る
間
に
、
端
な
く
も
私
の
一
身
上
に
心
機
転
換
の
一
大
事
の
起
り
た
り
と
云
ふ
は
、
或
日
曜
の
集
会
に
私
は
教
壇
に
起
っ
て
祈
祷
を
捧
げ
神
の
道
を
説
い
て
居
る
時
に
、
霊
感
に
打
た
れ
た
る
如
く
に
私
の
心
に
浮
び
出
で
た
る
も
の
は
「
吾
は
洋
服
を
身
に
纏
ひ
た
る
日
本
の
神
主
の
如
き
事
を
為
し
居
れ
ば
、
寧
ろ
此
の
洋
服
を
脱
ぎ
棄
て
、
歴
代
の
天
皇
が
御
遵
奉
遊
ば
さ
る
神
道
の
神
職
と
な
り
て
、
濟
世
救
民
の
天
業
に
従
事
す
る
に
如
か
ず
」
と
。
斯
く
思
ひ
て
は
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
早
速
教
会
に
辞
表
を
出
し
て
上
京
し
、
以
前
よ
り
も
一
層
苦
し
き
清
貧
生
活
に
甘
ん
じ
、
神
職
の
資
格
を
得
る
に
必
要
な
る
国
学
の
研
究
に
従
事
し
つ
ヽ
要
路
の
人
士
を
歴
訪
し
て
、
斯
道
発
揚
の
急
務
を
唱
道
し
て
あ
り
し
が
、
異
教
者
な
り
と
て
容
易
に
耳
を
藉
す
者
な
く
、
僅
に
宮
内
省
掌
典
宮
地
巌
夫
翁
と
日
比
谷
大
神
宮
管
長
藤
岡
好
古
翁
及
び
靖
国
神
社
の
賀
茂
宮
司
等
が
私
に
満
腔
の
同
情
を
寄
す
る
位
の
も
の
に
て
、
他
は
多
く
毛
嫌
ひ
す
る
狭
量
の
輩
な
れ
ば
、
時
期
尚
早
と
諦
め
、
救
民
の
第
一
着
手
と
し
て
、
人
の
顧
る
も
の
な
き
無
告
可
憐
の
北
海
道
旧
土
人
の
救
済
教
育
の
為
め
に
微
力
を
捧
げ
ん
と
心
に
決
し
、
近
衛
篤
麿
公
を
始
め
朝
野
の
人
士
に
説
い
て
之
が
賛
助
を
求
め
た
る
に
、
忽
ち
に
し
て
多
く
の
同
情
者
を
得
た
る
よ
り
、
社
団
法
人
の
会
を
組
織
し
て
実
行
の
基
礎
を
固
め
、
斯
く
し
て
吾
等
両
人
は
北
海
道
に
赴
き
、（
後
略
）」（
注
６
）
小
谷
部
全
一
郎
が
自
ら
の
著
書
で
横
浜
組
合
教
会
時
代
に
つ
い
て
上
記
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
教
会
が
横
浜
伊
勢
佐
木
町
大
火
に
遭
遇
し
、
教
会
の
存
亡
が
問
― ―98
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一
九
キリスト教伝道者・小谷部全一郎とその評価
わ
れ
て
い
る
時
に
小
谷
部
の
取
っ
た
「
行
動
」
は
理
解
に
苦
し
む
。
病
気
が
辞
任
の
理
由
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
お
わ
り
に
?一
）
小
谷
部
全
一
郎
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
福
島
恒
雄
氏
の
前
掲
書
「
研
究
ノ
ー
ト
」
の
末
尾
部
分
の
記
述
に
私
は
現
在
の
と
こ
ろ
尽
き
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
近
現
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
史
に
お
け
る
小
谷
部
の
時
代
的
人
間
的
制
約
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
小
谷
部
全
一
郎
の
問
題
は
、
今
日
に
生
活
す
る
キ
リ
ス
ト
者
に
も
存
在
す
る
問
題
だ
ろ
う
。
「
彼
の
信
仰
的
思
想
的
変
容
は
彼
自
身
の
生
立
ち
や
、性
格
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
学
問
的
思
想
的
孤
独
感
、
教
会
的
信
仰
的
孤
立
感
な
ど
を
経
験
し
て
歩
ん
で
い
る
。
小
谷
部
が
北
海
道
に
き
た
と
き
は
す
で
に
組
合
教
会
が
教
派
と
し
て
道
内
の
伝
道
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
交
わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。
…
彼
の
思
想
は
明
治
の
キ
リ
ス
ト
者
の
中
で
み
ら
れ
た
国
粋
的
愛
国
心
を
内
に
秘
め
て
聖
書
を
読
ん
だ
一
人
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
イ
ヌ
民
族
の
教
育
に
つ
い
て
も
そ
の
粋
を
越
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
本
心
か
ら
願
っ
て
い
た
の
は
、
差
別
の
中
に
在
っ
た
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
格
を
重
ん
じ
、
自
由
と
独
立
の
精
神
を
涵
養
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
晩
年
は
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
離
れ
て
神
道
に
傾
斜
し
、
シ
ン
ク
レ
テ
シ
ズ
ム
に
な
っ
た
が
、
彼
自
身
の
理
解
し
た
神
学
と
教
会
観
の
微
弱
さ
に
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
明
治
期
に
お
け
る
福
音
受
容
の
問
題
と
し
て
別
に
再
考
せ
ら
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
。」
?二
）
小
谷
部
全
一
郎
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
は
、
第
三
章
の『
純
日
本
婦
人
の
俤
』
の
記
述
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
同
様
な
記
述
は
、
一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
発
行
の
『
日
本
及
日
本
國
民
之
起
原
』
の
序
文
に
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。「
著
者
は
重
ね
て
云
ふ
、
日
本
は
神
國
な
り
、
國
祖
発
祥
の
聖
地
も
亦
神
國
に
し
て
、
神
祖
の
貫
き
血
脈
の
今
尚
我
等
子
孫
の
肉
身
に
流
る
る
事
実
に
照
す
も
日
本
は
神
國
な
り
と
、
而
し
て
之
を
明
す
る
主
意
の
下
に
筆
を
本
書
に
執
れ
る
也
。」
（
八
ｐ
よ
り
）
?三
）
本
論
文
は
、
小
谷
部
全
一
郎
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
時
代
に
焦
点
を
当
て
た
が
、
今
後
の
小
谷
部
全
一
郎
研
究
の
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
米
国
時
代
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
問
題
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
神
道
に
突
然
転
換
し
た
よ
う
に
み
え
る
問
題（
本
論
文
の
課
題
で
も
あ
る
が
）、
ア
イ
ヌ
教
育
に
対
す
る
思
想
問
題
・
北
海
道
虻
田
学
園
創
設
と
運
営
に
つ
い
て
、
小
谷
部
全
一
郎
全
著
作
の
考
察
か
ら
み
た
『
成
吉
思
汗
ハ
源
義
経
也
』
の
分
析
、
小
谷
部
全
一
郎
の
神
秘
主
義
と
そ
の
時
代
背
景
等
な
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
『
日
本
及
日
本
国
民
之
起
原
』
の
詳
細
な
分
析
、
日
猶
同
盟
と
の
関
連
等
の
問
題
で
あ
る
。
謝
辞
本
論
文
は
、
日
本
基
督
教
団
紅
葉
坂
教
会
牧
師
北
村
慈
郎
牧
師
、
日
本
基
督
教
団
札
幌
北
光
教
会
山
下
信
行
兄
、
北
星
学
園
大
学
図
書
館
、
帯
広
市
図
書
館
、
洞
― ―97
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作
字
あ
り
爺
湖
町
教
育
委
員
会
、
秋
田
県
立
図
書
館
、
秋
田
市
史
編
さ
ん
室
を
始
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
指
導
く
だ
さ
い
。
﹇
注
﹈
⑴
デ
イ
ビ
ィ
ッ
ト
・
グ
ッ
ド
マ
ン
＋
宮
澤
正
典
・
藤
本
和
子
訳
『
ユ
ダ
ヤ
人
陰
謀
説
｜
?
日
本
の
中
の
反
ユ
ダ
ヤ
と
親
ユ
ダ
ヤ
』
講
談
社
一
九
九
九；
一
一
二
｜
一
一
三
ｐ
⑵
小
谷
部
全
一
郎
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
浦
田
広
?『?
民
族
問
題
叢
書
１
?明
治
の
ア
イ
ヌ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
認
識
｜
?
明
治
期
の
知
識
人
と
先
住
民
族
｜
?』
一
九
九
〇
自
刊
本
、『
秋
田
さ
き
が
け
』新
聞
一
九
九
三
年
二
月
十
五
日
か
ら
同
年
四
月
六
日
ま
で
の
連
載
記
事
（
三
十
八
回
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
⑶
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
生
田
俊
彦
訳
皆
美
社
平
成
三
年
二
四
九
ｐ
⑷
生
田
俊
彦「
小
谷
部
全
一
郎
と
い
う
人
｜
?
理
想
の
実
現
に
邁
進
し
た
不
屈
の
生
涯
｜
?」『
吉
田
巌
資
料
集
｜
１
』（
帯
広
叢
書
第
三
十
五
巻
）
一
一
二
ｐ
〜
⑸
福
島
恒
雄「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
研
究
に
関
わ
っ
て
｜
?
小
谷
部
全
一
郎
の
こ
と
ど
も
｜
?」、『
基
督
教
學
』
第
二
十
号
北
海
道
基
督
教
学
会
一
九
八
五
二
三
ｐ
〜
⑹
『
純
日
本
婦
人
の
俤
』厚
生
閣
書
肆
昭
和
十
三
年
四
月
二
十
日
一
二
四
ｐ
、一
〇
｜
一
三
ｐ
﹇
参
考
文
献
﹈
・『
日
本
基
督
教
団
紅
葉
坂
教
会
百
年
史
一
八
九
三
｜
一
九
九
三
年
』；
横
浜；
日
本
基
督
教
団
紅
葉
坂
教
会
一
九
九
三
年
五
月
九
日
・
ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー
ン
内
田
樹
訳
『
ユ
ダ
ヤ
人
世
界
征
服
プ
ロ
ト
コ
ル
』
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
セ
ラ
ー
ズ
出
版
二
〇
〇
七
・
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
グ
ッ
ド
マ
ン
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
と
し
て
の
桃
太
郎
」、『
世
界
』
一
九
八
八
年
一
月
号
第
五
〇
九
号
岩
波
書
店
・
内
田
樹
『
私
家
版
・
ユ
ダ
ヤ
文
化
論
』
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［Abstract］
A Study of Hokkaido Folk Tales No.6:
A Study and Evaluation of Zenichiro OYABE,a Christina Missionary
“the Legend of Yoshitsune＝Genghis”Khan”
Toshio ABE
 
After receiving PhDs in philosophy and theology from Yale University in the United
 
States, Zenichiro Oyabe came back to Japan in 1899 and was assigned to be the second
 
minister at Yokohama Momijizaka Congregational Church the following year. However,in
 
order to concentrate his work on the education of young Ainu students,he resigned from that
 
position after ten months. Later,he established the Abuta Gakuen,a vocational school for
 
Ainu people in Abuta-cho (current Toya-cho),Hokkaido and made every effort to run the
 
school for the next ten years. After coming back to Tokyo in adversity, he lectured at
 
Kouten Kougisha and Kokugakuin and devoted himself to writing the book entitled Genghis
 
Khan wa Miyamoto no Yoshitsune nari which was published in 1924. Thanks to this book,
Yoshitsune became a national fad. This paper examines the thoughts of Zenichiro Oyabe,
who played as a Christian Missionary,and these evaluations.
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